
日
本
国
憲
法
一
三
条

す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
。
生
命
、

自
由
及
び
幸
福
追
求
に
対
す
る
国
民
の
権
利
に
つ
い

て
は
、
公
共
の
福
祉
に
反
し
な
い
限
り
、
立
法
そ
の

他
の
国
政
の
上
で
、
最
大
の
尊
重
を
必
要
と
す
る
。
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は
じ
め
に
─
─
「
わ
れ
ら
日
本
国
民
」

　

二
〇
一
四
年
七
月
一
日
、
第
二
次
安
倍
内
閣
は
、
閣
議
決
定
で
従
来
の
政
府
解
釈
を
変
更
し
、
日
本
国
憲
法

九
条
の
も
と
で
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
し
た
。
こ
の
決
定
に
基
づ
き
、
第
一
八
九
回
国
会
で
安
保
法
制

案
が
審
議
さ
れ
、
自
民
党
・
公
明
党
等
の
賛
成
多
数
に
よ
り
、
安
全
保
障
関
連
法
が
翌
二
〇
一
五
年
九
月
一
九

日
に
成
立
し
た
。

　

一
内
閣
の
決
定
に
よ
っ
て
、
従
来
の
憲
法
解
釈
を
大
き
く
変
更
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
国
会
周
辺
や
日
本
各

地
で
「
ふ
つ
う
の
人
」
た
ち
が
参
加
し
た
集
会
や
デ
モ
行
進
が
連
日
繰
り
広
げ
ら
れ
、「
立
憲
主
義
を
護
れ
！
」

と
い
う
切
実
な
声
が
あ
が
っ
た
。「
立
憲
主
義
」
と
い
う
言
葉
が
、
憲
法
学
の
枠
を
超
え
、
こ
れ
ほ
ど
注
目
さ

れ
た
の
は
、
日
本
国
憲
法
の
制
定
以
降
、
は
じ
め
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
。

近
代
立
憲
主
義

　

こ
こ
で
、「
近
代
立
憲
主
義
」
と
は
何
か
、
問
い
た
い
。「
法
に
し
た
が
う
統
治
」
と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
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そ
う
だ
が
、
こ
の
答
え
で
は
、「
立
憲
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
、「
学
生
時
代
の
憲
法
講
義
で
は
聴
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
」
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
書
き
込
ん
だ
総
理
大
臣
補
佐
官
と
実
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い（

（
（

。
な
ぜ
な
ら
、

「
立
憲
主
義
」
の
冒
頭
に
「
近
代
的
」
と
の
限
定
が
付
せ
ら
れ
る
場
合
、「
個
人
の
尊
重
」
原
理
を
出
発
点
と
す

る
国
家
形
成
の
構
想
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
形
式
主
義
的
に
捉
え
ら
れ
た
「
法
の
支
配
」
以
上
の
内
容
が
意
味

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
れ
を
理
解
し
な
い
か
ぎ
り
、
た
と
え
ば
、「
自
由
民
主
党
憲
法
改
正
草
案
」（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
）
に
対

し
て
、
憲
法
学
者
の
多
く
が
批
判
的
な
理
由
を
理
解
で
き
な
い
。
逆
に
い
え
ば
、
自
民
案
の
も
と
で
憲
法
改
正

が
行
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
、「
近
代
立
憲
主
義
」
の
基
本
原
理
と
根
源
的
に
矛
盾
す
る
も
の
を
含
む
場

合
に
は
、
憲
法
学
は
、
学
理
の
帰
結
と
し
て
、
そ
う
し
た
「
国
民
の
憲
法
制
定
権
力
」
の
発
動
を
批
判
す
る
だ

ろ
う
。

　

あ
ら
た
め
て
「
近
代
立
憲
主
義
」
と
は
何
か
。

　

憲
法
制
定
権
力
の
主
体
と
し
て
の
「
国
民
」
が
、
究
極
的
な
価
値
の
淵
源
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
「
個
人
」
の
、

そ
れ
ゆ
え
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
す
る
基
本
的
人
権
を
よ
り
十
全
に
保
全
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
憲
法
を

制
定
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
「
政
治
的
共
同
体
」
の
統
治
権
力
の
統
制
的
運
用
を
行
う
べ
き
と
す
る
法
的
・
政

治
的
実
践
で
あ
る
。

　

こ
の
実
践
は
、
主
権
国
家
に
よ
る
対
外
的
・
対
内
的
な
秩
序
の
再
編
を
歴
史
的
な
与
件
と
し
て
育
ま
れ
て
い

く
。
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主
権
国
家
の
形
成
と
「
個
人
」
の
析
出

　

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
一
定
の
領
域
と
そ
こ
に
生
活
す
る
人
び
と
を
排
他
的
に
統
治
す
る
権
限
を
も
っ
た
国

家
の
存
在
は
ほ
と
ん
ど
自
明
で
あ
る
。
こ
れ
を
領
域
的
主
権
国
家
と
い
う
が
、
こ
の
よ
う
な
国
家
観
は
、
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
成
立
と
同
時
進
行
的
に
成
立
し
た
。
統
治
権
力
が
多
元
的
に
併
存
す
る
中
世
の
封
建
的
社

会
構
造
を
解
体
し
、
対
外
的
に
は
、
ロ
ー
マ
法
王
お
よ
び
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
か
ら
の
独
立
（
対
外
的
独
立
性
）、

対
内
的
に
は
封
建
諸
侯
や
自
治
都
市
に
対
す
る
優
越
（
対
内
的
最
高
性
）
を
確
立
し
よ
う
と
す
る
絶
対
王
政
の

野
心
が
、
意
図
せ
ぬ
結
果
と
し
て
、
近
代
的
国
家
形
成
を
準
備
し
た
の
だ
。
封
建
制
下
の
多
元
的
で
非
領
域
的

な
主
従
関
係
に
か
わ
り
、
一
元
的
な
国
家
＝
臣
民
関
係
が
築
か
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

絶
対
王
政
は
、
み
ず
か
ら
の
存
立
根
拠
で
も
あ
る
封
建
的
社
会
構
造
を
解
体
し
つ
く
す
こ
と
が
で
き
ず
、
国

家
形
成
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
自
由
か
つ
平
等
な
個
人
を
秩
序
形
成
の
単
位
と
す
る
社
会
の
再
編
成
を
課
題
と

す
る
「
近
代
市
民
革
命
」
に
受
け
継
が
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
封
建
的
特
権
の
岩
盤
で
あ
っ
た
身
分
制
的
中
間
団

体
が
解
体
さ
れ
、
統
治
権
力
と
そ
の
行
使
の
正
統
性
が
、
国
家
に
一
元
的
に
集
中
し
、
封
建
的
諸
「
身
分
」
か

ら
解
放
さ
れ
た
「
裸
の
個
人
」
が
析
出
さ
れ
る
。
そ
う
し
て
、
主
権
国
家
と
そ
の
統
治
権
力
に
服
す
る
「
個

人
」
＝
「
国
民
」
が
誕
生
す
る（

（
（

。
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社
会
契
約
論

　
「
裸
の
個
人
」
に
よ
る
国
家
形
成
を
説
明
し
、
正
当
化
す
る
理
論
と
し
て
、
近
代
立
憲
主
義
を
下
支
え
し
た

の
が
社
会
契
約
論
で
あ
り
、
国
家
は
、
そ
の
統
治
権
力
に
服
す
る
諸
個
人
の
「
同
意
」
に
基
づ
い
て
創
設
さ
れ

る
。
国
家
の
統
治
権
力
の
正
統
性
は
、
こ
の
「
同
意
」
に
淵
源
す
る
。
こ
の
よ
う
な
国
家
は
、
人
為
の
所
産
で

あ
る
か
ら
、
必
ず
何
ら
か
の
目
的
に
奉
仕
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
Ｊ
・
ロ
ッ
ク
の
社
会
契
約

論
に
よ
れ
ば
、
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
有
す
る
生
命
・
自
由
・
財
産
（property

）
へ
の
権
利
と
し
て
捉
え
ら

れ
た
自
然
権
、
す
な
わ
ち
、
基
本
的
人
権
を
よ
り
十
全
に
保
全
す
る
こ
と
が
そ
の
目
的
で
あ
る
。
国
家
が
、
自

由
か
つ
平
等
な
法
的
地
位
を
「
承
認
」
す
る
こ
と
で
は
じ
め
て
「
国
民
」
と
い
う
身
分
を
獲
得
し
た
は
ず
の

「
個
人
」
が
、
社
会
契
約
論
の
も
と
で
は
、
秩
序
形
成
の
起
点
と
な
り
、
統
治
権
力
の
正
統
性
の
根
拠
と
な
る
。

　

こ
の
理
論
を
ゆ
り
か
ご
と
し
て
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
一
つ
の
重
要
な
潮
流
が
生
ま
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
社
会
契
約
論
は
、
暗
黙
の
う
ち
に
、
契
約
参
加
の
主
体
を
限
定
し
て
き
た
。
主
権
国
家
の
も
と

で
集
合
的
自
己
統
治
の
単
位
と
な
る
「
国
民
」
を
形
成
す
る
こ
と
の
可
能
的
な
「
ま
と
ま
り
」
に
対
し
て
、
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
社
会
契
約
に
参
加
す
る
資
格
を
有
す
る
者
は
誰
か
、
と
い
う
問
い
は
正
面
か
ら
問
わ
れ
ず
、

こ
の
こ
と
は
、
社
会
契
約
論
の
伝
統
を
現
代
に
再
生
さ
せ
た
Ｊ
・
ロ
ー
ル
ズ
の
『
正
義
論
』
に
ま
で
受
け
継
が

れ
る
。

　

け
れ
ど
も
、
社
会
契
約
の
目
的
が
、
す
べ
て
の
「
個
人
」
に
平
等
に
保
障
さ
れ
る
べ
き
基
本
的
人
権
の
よ
り

十
全
な
保
全
で
あ
る
な
ら
ば
、
契
約
論
の
か
ま
え
は
、
基
本
的
人
権
の
概
念
の
も
つ
普
遍
主
義
的
な
解
放
力
と



vii　　　　はじめに──「われら日本国民」

い
つ
か
衝
突
し
、
領
域
的
主
権
国
家
と
い
う
前
提
下
で
の
法
的
・
政
治
的
実
践
に
ゆ
ら
ぎ
を
も
た
ら
す
こ
と
と

な
る
は
ず
だ
。

　

逆
に
い
え
ば
、
近
代
立
憲
主
義
の
実
践
は
、
基
本
的
人
権
主
体
と
し
て
の
「
個
人
」
を
価
値
の
源
泉
と
し
、

そ
こ
か
ら
政
治
社
会
秩
序
を
編
成
し
、
正
当
化
す
る
と
い
う
普
遍
主
義
的
課
題
を
、
主
権
国
家

─
そ
れ
は
同

時
に
「
国
民
国
家
」
で
あ
っ
た

─
と
い
う
世
代
を
超
え
て
持
続
的
に
営
ま
れ
て
い
く
閉
じ
た
社
会
的
協
働
の

機
構
を
前
提
に
遂
行
し
よ
う
と
す
る
企
図
で
あ
り
、
普
遍
と
特
殊
の
緊
張
関
係
を
当
初
か
ら
孕
ん
で
い
た
。

人
格
的
自
律
権
説
の
《
物
語
》

　

こ
の
企
図
を
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
を
通
し
て
自
覚
的
に
遂
行
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
、
佐
藤
幸
治
の
人
格

的
自
律
権
説
の
《
物
語
（narrative
）》
で
あ
る
。

　

わ
れ
ら
国
民
は
、
個
人
を
人
格
的
自
律
の
存
在
と
し
て
捉
え
、
そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
個
人
を
相
互
に
尊

重
す
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
社
会
を
立
ち
上
げ
、
世
代
を
超
え
て
運
営
し
て
い
く
た
め
に
日
本
国
憲
法
を
制

定
し
た（

（
（

。

　
「
人
格
的
自
律
の
存
在
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
「
個
人
」
は
、
日
本
国
憲
法
の
解
釈
的
実
践
に
直
接
・
間
接

に
参
与
す
る
こ
と
、
換
言
す
る
な
ら
ば
、
日
本
国
憲
法
の
《
物
語
》
を
語
り
続
け
る
営
為
に
参
画
す
る
こ
と
を

介
し
て
、
日
本
国
憲
法
を
制
定
し
た
「
わ
れ
ら
、
国
民
」
の
内
側
に
自
己
を
構
成
的
に
組
み
込
む
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
憲
法
の
拘
束
下
で
の
統
治
は
、
他
律
的
で
な
く
、
真
に
自
己
統
治
的
な
も
の
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と
な
る
。
以
下
の
文
章
は
、
佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
論
』
の
な
か
の
「
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
『
主
権
が
国

民
に
存
す
る
』
の
意
味
」
と
題
す
る
項
目
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

過
去
の
国
民
（〝
死
者
〟）
は
現
在
の
国
民
（〝
生
者
〟）
を
拘
束
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
由
と
参
加
の

保
障
を
核
と
す
る
立
憲
主
義
を
支
え
る
道
徳
理
論
、
人
格
的
自
律
権
を
基
礎
づ
け
る
道
徳
理
論
に
よ
る
な

ら
ば
、
過
去
の
国
民
（〝
死
者
〟）
が
現
在
の
国
民
（〝
生
者
〟）
を
拘
束
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
、
現

在
の
国
民
（〝
生
者
〟）
が
自
由
な
主
体
と
し
て
自
己
統
治
を
な
す
こ
と
が
で
き
る
開
か
れ
た
公
正
な
統
治

過
程
を
保
障
す
る
と
い
う
場
合
の
み
で
あ
る
。
国
民
を
も
っ
て
、
憲
法
を
実
際
に
制
定
し
た
世
代
の
国
民
、

現
在
の
国
民
、
さ
ら
に
将
来
の
国
民
を
包
摂
し
た
観
念
的
統
一
体
と
し
て
把
握
し
、
そ
の
よ
う
な
国
民
の

意
思
に
国
家
の
合
法
性
の
体
系
の
成
立
・
存
続
の
正
当
性
の
根
拠
を
求
め
る
こ
と
が
道
徳
理
論
上
容
認
さ

れ
う
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
条
件
が
充
た
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
の
み
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
こ
に

お
い
て
は
じ
め
て
憲
法
に
い
う
『
わ
れ
ら
日
本
国
民
』
が
成
立
す
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る（

（
（

。

　

憲
法
の
な
か
に
「
開
か
れ
た
公
正
な
統
治
過
程
」
を
組
み
込
む
こ
と
で
、《
物
語
》
的
実
践
が
閉
鎖
的
な
循

環
系
に
陥
る
こ
と
を
阻
止
し
、「
現
在
の
国
民
」
が
、「
過
去
の
国
民
」
の
創
作
し
た
《
物
語
》
の
登
場
人
物
で

は
な
く
、「
作
者
で
あ
る
こ
と
」
を
保
障
す
る
し
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
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《
物
語
》
の
主
体
と
し
て
の
「
個
人
」

　

人
格
的
自
律
権
説
の
《
物
語
》
は
、
個
人
の
自
律
の
保
障
が
、
政
治
的
共
同
体
の
統
合
と
包
摂
の
条
件
と
な

る
た
め
の
解
を
発
見
し
よ
う
と
す
る
真
摯
な
試
み
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
、
憲
法
学
を
超
え
て
政
治
哲
学
に
ま

で
お
よ
ぶ
は
ず
で
あ
る
が
、
私
は
、
次
の
関
連
す
る
二
つ
の
疑
問
を
拭
う
こ
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。

　

第
一
に
、「
人
格
的
自
律
の
個
人
」
は
、
ほ
ん
と
う
に
「
わ
れ
ら
国
民
」
の
内
側
に
自
己
を
構
成
的
に
組
み

込
め
る
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
人
格
的
自
律
の
個
人
」
が
有
す
る
は
ず
の
複
数
性
・
多
様
性
は
、
そ
れ
が

本
来
も
っ
て
い
る
豊
饒
な
活
力
を
そ
が
れ
る
こ
と
な
く
、「
わ
れ
ら
国
民
」
の
内
側
に
回
収
さ
れ
う
る
の
か
。

　

こ
の
疑
義
は
、
引
用
の
文
中
で
、「
国
民
」
の
語
が
「
わ
れ
ら
日
本
国
民
」
へ
と
特
段
の
説
明
な
く
置
き
換

え
ら
れ
て
い
る
の
を
発
見
す
る
と
き
、
ま
す
ま
す
感
ず
る
の
で
あ
る（

（
（

。

　

第
二
に
、
人
格
的
自
律
権
説
の
《
物
語
》
に
と
っ
て
、
そ
の
主
体
＝
作
者
は
、
統
合
的
主
体
で
あ
る
「
わ
れ

ら
国
民
」
と
さ
れ
る
が
、《
物
語
》
を
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
一
人
ひ
と
り
の
「
具
体
的
な
個
人
」
で
あ

る
。「
具
体
的
な
個
人
」
の
な
か
に
は
、
国
家
・
国
民
の
運
命
と
自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
重
要
な
部
分

で
重
ね
合
わ
せ
、「
わ
れ
ら
国
民
」
の
《
物
語
》
の
語
り
部
た
る
こ
と
を
み
ず
か
ら
引
き
受
け
る
者
も
い
る
。

　

愛
国
者
と
は
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
人
た
ち
で
あ
る
。
そ
う
し
た
個
人
の
生
き
方
は
平
等
に
尊
重
さ
れ
る
べ

き
だ
が
、
そ
れ
を
超
え
て
、
人
格
的
自
律
権
説
の
《
物
語
》
が
、「
統
治
主
体
と
し
て
の
国
民（

（
（

」
と
し
て
捉
え

ら
れ
た
有
権
者
個
々
人
に
対
し
て
、「
わ
れ
ら
国
民
」
の
《
物
語
》
の
語
り
部
た
る
こ
と
を
、
要
請
す
る
と
す

れ
ば
、
話
は
別
で
あ
る
。
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そ
の
場
合
、
人
格
的
自
律
権
説
の
《
物
語
》
は
、
共
同
体
の
集
合
的
記
憶
や
象
徴
を
国
民
統
合
の
手
段
と
し

て
用
い
る
Ｒ
・
ス
メ
ン
ト
の
統
合
理
論
の
、
よ
り
リ
ベ
ラ
ル
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
一
変
型
と
な
る
。
そ

れ
は
、
個
人
を
「
人
格
的
自
律
の
主
体
」
と
し
て
尊
重
す
る
と
い
う
原
理
の
最
も
魅
力
的
な
解
釈
だ
ろ
う
か
。

　

も
と
よ
り
、
本
書
は
、
こ
れ
ら
の
疑
問
に
対
し
て
明
確
な
答
え
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
し
、
も
し
か
す
る

と
こ
の
疑
問
自
体
が
的
外
れ
か
も
し
れ
な
い
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
疑
問
を
披
瀝
し
た
の
は
、
本
書
が
、
こ
う
し
た
問
題
関
心
を
導
き
の
糸
と
し
て
書

か
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

本
書
は
、
近
代
立
憲
主
義
の
前
提
と
す
る
「
道
徳
理
論
（m

oral theory

（
（
（

）」
の
最
有
力
候
補
は
、
ロ
ー
ル
ズ

以
降
の
現
代
正
義
論
に
い
う
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
、
政
治
的

共
同
体
の
構
成
員
す
べ
て
の
「
人
格
に
対
す
る
平
等
な
尊
重
」
を
要
請
し
つ
つ
、
そ
の
よ
う
な
配
慮
が
現
実
主

義
的
に
可
能
と
な
る
よ
う
な
「
ま
と
ま
り
」
を
立
ち
上
げ
よ
う
と
す
る
営
為
と
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
る
か
ら

で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
読
む
場
合
に
最
も
魅
力
的
な
も
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
第
Ⅰ
部
で
は
、
リ
ベ

ラ
リ
ズ
ム
に
お
け
る
「
個
人
」
の
概
念
を
、
第
Ⅱ
部
で
は
、「
政
治
的
共
同
体
」
の
概
念
を
検
討
す
る
。
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あ
と
が
き

　

二
〇
一
五
年
八
月
三
〇
日
、
安
全
保
障
関
連
法
案
に
反
対
す
る
国
会
前
デ
モ
に
、
主
催
者
発
表
に
よ
れ
ば
、

一
二
万
人
の
人
び
と
が
参
加
し
た
。「
人
の
波
に
圧
倒
さ
れ
た
」
と
感
じ
た
人
も
少
な
く
な
い
は
ず
だ
。

　

こ
の
盛
り
上
が
り
に
水
を
さ
す
よ
う
に
、
当
時
の
橋
下
徹
大
阪
市
長
は
、
ツ
ィ
ッ
タ
ー
に
「
た
っ
た
あ
れ
だ

け
の
数
」
と
書
き
込
ん
だ
。
デ
モ
で
は
社
会
は
変
わ
ら
な
い
。
社
会
を
本
気
で
変
え
た
い
な
ら
、
議
席
を
と
り

に
い
く
べ
き
だ
と
い
う
「
選
挙
の
プ
ロ
」
ら
し
い
発
言
だ
。

　
「
だ
か
ら
、
な
に
？
」

─
あ
の
デ
モ
に
参
加
し
た
人
た
ち
は
、
そ
れ
で
も
、
こ
う
言
う
に
ち
が
い
な
い
。

　

社
会
を
変
え
る
に
は
、
ま
ず
は
、
デ
モ
に
参
加
す
る
こ
と
、
同
じ
意
見
や
感
じ
方
を
も
っ
た
人
た
ち
と
一
緒

に
「
声
」
を
あ
げ
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、「
軽
い
ノ
リ
で
も
っ
と
簡
単
に
、
や
っ
て
い

い
」
し
、「
お
し
ゃ
れ
で
、
楽
し
い
」「
ク
ー
ル
」
な
デ
モ
が
よ
い
。「
民
主
主
義
っ
て
、
こ
れ
だ
！
」（
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｌ
Ｄ
ｓ
）。

　

私
は
、
こ
の
ど
ち
ら
の
考
え
方
に
も
、
正
直
な
と
こ
ろ
違
和
感
を
も
っ
て
い
る
。
前
者
の
考
え
方
は
、
非
制
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度
的
な
公
共
圏
で
の
公
論
形
成
に
と
っ
て
デ
モ
の
も
つ
意
義
を
軽
ん
じ
て
い
る
し
、
ま
た
、
政
治
に
と
っ
て
あ

る
種
の
「
祝
祭
」
的
出
来
事
が
決
定
的
と
な
り
う
る
こ
と
は
、
こ
の
発
言
者
み
ず
か
ら
が
よ
く
ご
存
じ
の
は
ず

だ
ろ
う
。
他
方
で
、
後
者
の
考
え
方
は
、「
祝
祭
」
的
で
非
日
常
的
な
時
空
間
に
発
現
す
る
連
帯
的
感
情
の
昂

揚
の
な
か
に
将
来
の
民
主
主
義
の
可
能
性
を
見
出
す
が
、「
宴
の
あ
と
」
で
、
新
し
い
公
共
の
形
成
へ
む
か
う

た
め
の
方
法
論
が
い
ま
ひ
と
つ
見
え
な
い
。

　

そ
れ
で
も
な
ぜ
、
デ
モ
に
参
加
す
る
の
か
。

　
「
い
ま
、
デ
モ
に
参
加
し
て
お
か
な
い
と
、
賛
成
し
た
人
た
ち
と
一
緒
に
さ
れ
て
し
ま
う
」

　

こ
う
し
た
「
声
」
を
あ
ち
こ
ち
で
聞
い
た
。
こ
れ
は
、「
反
対
の
意
思
表
示
を
し
て
お
け
ば
、
い
つ
か
日
本

が
戦
争
を
し
た
と
き
、（
道
徳
的
に
）
免
責
さ
れ
、
賛
成
し
た
人
た
ち
を
弾
劾
す
る
資
格
を
キ
ー
プ
で
き
る
」

と
い
っ
た
、
あ
る
意
味
で
個
人
主
義
的
な
、
と
で
も
評
す
べ
き
観
点
か
ら
の
発
言
で
は
な
い
、
と
感
じ
た
。

　
「
賛
成
し
た
人
た
ち
」
ま
で
含
み
、
と
も
に
集
合
的
決
定
の
責
任
を
担
う
べ
き
「
ま
と
ま
り
」
の
一
員
で
あ

る
こ
と
を
前
提
と
す
る
観
点
か
ら
の
発
言
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
、
集
合
的
決
定
の
責
任
を
担
う
主
体
で
あ
る

「
わ
れ
ら
」
の
存
在
が
意
識
さ
れ
、
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
。
集
ま
っ
た
人
た
ち
は
、「
非
暴
力
的
で
平
和
的
な
」
デ

モ
に
こ
だ
わ
っ
た
。「
敷
居
」
を
低
く
し
て
動
員
数
を
増
や
す
た
め
で
は
な
い
。
安
保
法
案
に
「
賛
成
し
た
人

た
ち
」
を
も
含
む
「
わ
れ
ら
」
が
観
念
さ
れ
る
結
果
と
し
て
、「
彼
ら
」
と
の
「
対
話
」
の
継
続
を
求
め
た
か

ら
で
あ
る
。

　

そ
う
解
す
る
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
に
つ
な
が
る
と
思
う
。
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こ
の
よ
う
な
文
脈
で
本
書
が
執
筆
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
読
者
は
、「
リ
ベ
ラ
ル
な
国
家
の
安
全
保
障
」
と
い

う
章
が
な
い
こ
と
を
物
足
り
な
く
思
う
か
も
し
れ
な
い
。

　

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
国
家
の
対
外
政
策
を
あ
る
程
度
ま
で
規
律
す
る
こ
と
は
、
第
5
章
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
、
憲
法
九
条
の
戦
争
放
棄
・
戦
力
不
保
持
の
原
則
と
、
理
論
的
に
ど
の
よ
う
な

関
係
に
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
は
、
徴
兵
制
や
国
家
の
諜
報
活
動
等
の
あ
り
方
を
、
ど
こ
ま
で
制
御
で
き
る
だ
ろ

う
か
。
こ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
、
私
は
、
考
え
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
リ
ベ
ラ
ル
な
普
遍
主

義
的
諸
原
理
に
よ
っ
て
、
憲
法
九
条
を
基
礎
づ
け
、
そ
こ
か
ら
国
家
の
安
全
保
障
に
関
す
る
指
針
を
引
き
出
す

こ
と
は
で
き
る
の
か
。

　

民
法
学
者
の
広
中
俊
雄
の
問
題
意
識
を
受
け
継
ぎ
、
憲
法
九
条
を
、「
個
人
」
ま
た
は
「
人
間
」
の
「
尊
厳
」

に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
、
そ
の
原
理
と
し
て
の
普
遍
性
を
弁
証
し
よ
う
と
す
る
遠
藤
比
呂
通
、
蟻
川
恒
正
に
よ
る

精
緻
で
真
摯
な
試
み
は
承
知
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
私
は
、
こ
と
九
条
に
関
し
て
は
、
日
本
の
戦
前
・
戦
中
、

そ
し
て
戦
後
に
お
け
る
文
脈
的
な
「
固
有
性
」
に
こ
だ
わ
る
こ
と
が
、
逆
に
九
条
の
普
遍
性
に
い
た
る
正
し
い

道
筋
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
守
る
べ
き
国
民
を
盾
に
し
て
逃
げ
た
沖
縄
戦
で
の
軍
隊
。
成
功
率
を
度
外

視
し
た
特
攻
作
戦
。
戦
争
継
続
目
的
と
し
て
の
「
国
体
の
護
持
」
と
「
聖
断
」
に
よ
ら
な
け
れ
ば
選
べ
な
か
っ

た
降
伏
。
九
条
の
も
と
で
の
「
平
和
」
が
、
米
ソ
冷
戦
の
も
と
で
ア
ジ
ア
の
人
び
と
の
被
っ
た
深
甚
な
犠
牲
の

う
え
に
成
り
立
つ
と
い
う
否
定
し
よ
う
の
な
い
事
実
。
そ
し
て
、
Ａ
級
戦
犯
を
合
祀
す
る
靖
国
神
社
へ
「
み
ん
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な
で
参
拝
す
る
」
国
会
議
員
た
ち
。
こ
の
よ
う
な
「
固
有
性
」
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

本
書
の
執
筆
と
出
版
に
あ
た
っ
て
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
感
謝
す
る
。
お
一
人
だ
け
お
名
前
を
挙
げ
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
勁
草
書
房
編
集
部
の
鈴
木
ク
ニ
エ
氏
に
は
、
同
世
代
の
た
め
か
、
問
題
関
心
が
重
な
り
、
貴

重
な
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
本
書
が
、
憲
法
学
を
専
門
に
し
て
い
な
い
読
者
に
も
届
く
も
の
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
少
し
で
も
成
功
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
す
べ
て
氏
の
尽
力
に
よ
る
。

二
〇
一
六
年
三
月

小
泉
良
幸




